
 【南海トラフの発生頻度の高い津波】 

 最大クラスに 比べ 、規模は 小さいも のの、 

一 定の頻度（数十年から 百数十年に 一 度程 

度）で 発生す る 津波を推計したも ので 、南 

海トラフで 次に 発生す る 津波を示したも の 

で は ありません。 
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「この地図は、国土地理院長の承認を 得て、同院発行の数値地図25000（地図画像 ）を 複製したものである (承認番号 　平成 24情複、第930号 )」

図面番号 /4020

0 0.5 1 1.5 2
km 1:25,000

<東かが わ市①>

三好市三好市

高松市高松市

美馬市美馬市

倉敷市倉敷市

三豊市三豊市

四国中央市四国中央市

阿波市阿波市

総社市総社市

浸 水深 の目安

浸 水区 域の説明

 

■ 地震発生時は 、ど のような 規模の地震な

のか分かりません。南海トラフの「最大

クラスの津波」の浸水予測をご覧のうえ、

避難対策を行いましょ う。 

■ 実際は 、この浸水区域ど おりに な る と は

限りません。油断せず 、揺れが おさまっ

たら 、す ぐに 避難を開始しましょ う。 

■ 避難先や 避難経路をあら かじめ決めてお

きましょ う。 

発生頻度の高い津波に よっ て浸水す る と 想

定される 区域を、浸水深（浸水す る 深さ）ご

と に 示しています  
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浸水深(m) 
東京湾平均海面(T.P.) 

津波水位 
（標高）(m) 

浸水域（浸水深を着色） 

海岸線 

(津波波高) 

地震後の堤防 

（津波が 堤防を越流した場合） 

(朔望平均満潮位) 

地震前の堤防 

※津波水位は 地盤沈降量を考慮した値 

  
2階 建程度の建物が水没する

木造 家屋のほとんどが全壊する

木造 家屋の半数が全壊する

避 難 せずに津波に巻き込まれると

亡くなるおそれがある

避 難 行 動が取れなくなる
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～2.0m

～1.0m

～0.3m

 H24.8.29内閣府公表資料より 

※津 波は自然現 象であり 、不確実性を 伴 い、ま た、現 在の科学では限界がある こと など か ら 、この図以上の津 波が来る こと もありま す。

※本シミュレーションは地震によ る 地盤沈降を 考慮し（液状 化沈下は考慮しない）、津 波が堤防等を 乗り 越える と 破壊する ものと 仮定していま す。



 【南海トラフの発生頻度の高い津波】 

 最大クラスに 比べ 、規模は 小さいも のの、 

一 定の頻度（数十年から 百数十年に 一 度程 

度）で 発生す る 津波を推計したも ので 、南 

海トラフで 次に 発生す る 津波を示したも の 

で は ありません。 
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■ 地震発生時は 、ど のような 規模の地震な

のか分かりません。南海トラフの「最大

クラスの津波」の浸水予測をご覧のうえ、

避難対策を行いましょ う。 

■ 実際は 、この浸水区域ど おりに な る と は

限りません。油断せず 、揺れが おさまっ

たら 、す ぐに 避難を開始しましょ う。 

■ 避難先や 避難経路をあら かじめ決めてお

きましょ う。 

発生頻度の高い津波に よっ て浸水す る と 想

定される 区域を、浸水深（浸水す る 深さ）ご

と に 示しています  
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（津波が 堤防を越流した場合） 

(朔望平均満潮位) 

地震前の堤防 

※津波水位は 地盤沈降量を考慮した値 

  
2階 建程度の建物が水没する

木造 家屋のほとんどが全壊する

木造 家屋の半数が全壊する

避 難 せずに津波に巻き込まれると

亡くなるおそれがある

避 難 行 動が取れなくなる
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 H24.8.29内閣府公表資料より 

※津波は自然 現 象であり 、不確実性を 伴 い、ま た、現 在の科学では限界がある こと など か ら 、この図以上の津波が来る こと もありま す。

※本シミュレーションは地震によ る 地盤沈降を 考慮し（液 状化沈下は考慮しない）、津波が堤防等を 乗り 越える と 破壊する ものと 仮定していま す。



 【南海トラフの発生頻度の高い津波】 

 最大クラスに 比べ 、規模は 小さいも のの、 

一 定の頻度（数十年から 百数十年に 一 度程 

度）で 発生す る 津波を推計したも ので 、南 

海トラフで 次に 発生す る 津波を示したも の 

で は ありません。 
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発生頻度の高い津波浸水予測図

「この地図は、国土地理院長の承認を 得て、同 院発行の数値地図25000（地図画像 ）を 複製したものである (承認番号 　平成24情複、第930号 )」
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■ 地震発生時は 、ど のような 規模の地震な

のか分かりません。南海トラフの「最大

クラスの津波」の浸水予測をご覧のうえ、

避難対策を行いましょ う。 

■ 実際は 、この浸水区域ど おりに な る と は

限りません。油断せず 、揺れが おさまっ

たら 、す ぐに 避難を開始しましょ う。 

■ 避難先や 避難経路をあら かじめ決めてお

きましょ う。 

発生頻度の高い津波に よっ て浸水す る と 想

定される 区域を、浸水深（浸水す る 深さ）ご

と に 示しています  
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地震前の堤防 

※津波水位は 地盤沈降量を考慮した値 

  
2階 建程度の建物が水没する

木造 家屋のほとんどが全壊する

木造 家屋の半数が全壊する

避 難 せずに津波に巻き込まれると

亡くなるおそれがある

避 難 行 動が取れなくなる
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 H24.8.29内閣府公表資料より 

※津 波は自然現象であり 、不確実性 を 伴 い、ま た、現在の科学では限界がある こと など か ら 、この図以上の津 波が来る こと もありま す。

※本 シミュレーションは地震によ る 地盤沈 降を 考慮し（液 状化沈 下は考慮しない）、津 波が堤防等を 乗り 越える と 破壊する ものと 仮定していま す。


